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ྟ地実習における看護教員のࠔ೉感に関する文献త一࡯ߟ

ʲॹݴʳ

　文෦科学লのʮ大学における看護ܥਓࡐ養成のࡏ
りํに関するݕ౼会ʯは、2�2�年ʮ看護学実習Ψイ
υϥインʯ̍）として、ྟ地実習でのݧܦを活かした
教育ํ法や実習科໨の充実したମ制ͮくりをࣔした。
このΨイυϥインにおいては、看護৬としてٻめΒ
れるج本తなࢿ質・能力を、看護ૅج教育における
ྟ地実習で育成することが重要であるとڧ調してい
る。また、2�22年度よりࢪ行される保健師ॿ࢈師看
護師ࢦ定نଇの第̑࣍վ正をલに、大きくมԽする
社会情੎、ҩ療情੎を౿まえ、看護師教育はมわΒ
なけれ͹なΒない時ظに来ている２）。これΒのこと
かΒ、গ子 ŋ ௒ྸߴ社会をܴえたݱ代の೔本におい

て、ক来を୲͏質のߴい看護師ਓࡐ育成のために、
あΒΏる療養の場やػ会をྟ地実習として教ࡐԽす
る工夫が看護教員にظ଴されていることは໌Βかで
ある。
　しかし看護教員（Ҏ下、教員）のݱ状として、ਓ
員ෆ଍や時間త制約、൥ࡶな業຿などの要Ҽにより、
学生がݧܦしたو重な学びをڞ༗するػ会をे෼に
֬保できͣ、教員としての໾ׂをे෼に果たͤてい
ないことが様々な調査でࢦఠされている。さΒに教
員の業຿実ଶとして、ʮΧリΩュϥϜ֎でのิߨや
演習、成੷؅理౳のࣄ຿࡞業や学生のΧウンηリン
άへの対応౳により、時間֎業຿も多く、教員のෛ
୲が૿大しているݱ状ʯ３）がڍげΒれている。2�1�
年の調査４）では、看護師養成所教員の����ˋが月平
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　本研究では、ྟ地実習における看護教員のࠔ೉感をઌ行研究より෼ੳし、教員が抱えるࠔ೉感ٴ
びその対応のݱ状と՝୊を໌Βかにすることを໨తとし、今後のྟ地実習ࢦಋの教育効果をߴめる
ためにඞ要なࠔ೉感への対ࡦと支援をݕ౼した。ҩ学中ԝࢽࡶ 8FC ൛（7FS��）にてʮ実習ʯʮ教
員ʯʮࠔ೉ʯʮ׉౻ʯをΩーϫーυとして2��3年かΒ2�2�年までの文献をࡧݕした結果、3�文献がந
ग़された。෼ੳの結果、看護教員のྟ地実習におけるࠔ೉感の対৅としてʲ学生ʳ̡ 教員ݸਓʳ̡ 実
習ධՁʳ̡ 学ߍ૊৫ʳ̡ 実習ࢪઃ 、r෭࣍తに生じるʲࠔ೉感のදग़ʳがநग़された。ࠔ೉感の要Ҽ
はʬ学生のレディωスʭʬ学生の対ਓスΩルʭʬ学生理解ʭʬ教育ٕ法ʭʬ教育త൑断ʭʬ஌ࣝ・ݧܦʭ

ʬ౸ୡ度൑断ʭʬධՁ൑断ʭʬྟচࢦಋ者との࿈ܞʭʬ૊৫内࿈ܞʭʬ૊৫ମ制ʭʬ実習ࢪઃとの࿈ܞʭ
ʬ実習ࢪઃのडけ入れଶ੎ʭʬ実習ࢪઃが抱える՝୊ʭであった。教員のࠔ೉感への対応・支援とし
て㽅教員ݸਓの工夫や努力㽆㽅上࢘・ಉ྅による支援㽆㽅教員間࿈ܞ㽆㽅૊৫かΒの支援㽆がநग़さ
れた。新ਓ教員にয఺を౰てたෳ਺の文献では、ڞ௨するࠔ೉感が໌Βかにされている。一ํで中
೉感、教員とࠔҼするى教員に関する文献はগないが、ಉ様に学生のレディωスや対ਓスΩルにݎ
しての力ྔෆ଍や׉౻、自৴のなさといったࠔ೉感が報告されている。ࠔ೉感をܰݮするためのݸ
ผతな対ࡦや支援、ࠔ೉要Ҽに応じた۩ମతな対応行動は、業຿のෛ୲ܰݮやब業ҙཉの޲上に༗
効であるとߟえる。また、実習教育が効果తにܧଓできるよ͏実習ࢪઃとの協ಇやҙํ׵ަݟ法の
。もඞ要である౼ݕ
　教員のࠔ೉感ܰݮに޲けて、教員શମのࠔ೉感の実ଶ೺Ѳや、ࠔ೉要Ҽに応じた۩ମత対ܧ・ࡦ
ଓతな看護教員のスΩルアοϓମ制のߏஙが՝୊である。

Ωʔϫʔυɿ 看護教員ɺྟ஍࣮शɺ࣮श指導ɺࠔ೉ײɺ׉౻
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ࠅで23�1時間の時間֎࿑ಇを行っているとい͏աۉ
な業຿の実ଶが໌Βかとなった。さΒに�3��ˋの教
員が月平1ۉ���時間の持ͪؼり業຿を行っており、
所ଐ学ߍでの看護৬よりも௿い。
　教員自਎の時間؅理だけではすまないಥ発తなこ
とがىこる中で、教育活動や૊৫活動がԁ׈にਐ行
ͤͣ、教員の業຿がա৒・多๩となることでストレ
スが૿大している̑）。ಉ様にઌ行研究においても、
教育̍ݧܦ年ະຬの教員が実習でࠔっていることと
して、ྟচࢦಋ者との࿈ܞ調੔の೉しさ、学ߍ৬員
との࿈ܞ調੔の೉しさ、実習ࢦಋの೉しさ、学習保
ূへのෆ҆をڍげている̒）。さΒに、ઐ修学ߍの看
護教員の৬業上のストレスに関する研究では、ʮ学
生対応ʯʮ৬場ڥ؀ʯʮ教員ࢿ質ʯʮ多๩ʯʮトϥϒル
対応ʯʮ教育ํ法ʯʮ教員૬ޓ関係ʯʮ研究ݯࢿʯʮ教
育能力޲上ʯのストレス要Ҽをڍげている̓）。教員
としてのݧܦ年਺が長い΄どࡏݱ発شしている能力
のධՁはߴいとい͏ઌ行研究̔）がある一ํ、中ݎ教
員を対৅とした研究̕）では、ݧܦ年਺を重ねるだけ
では授業ධՁ活動の質をߴめていくことは೉しいと
ड़΂ている。ۓு感を൐͏ྟ地実習において、教員
は質のߴい教育・看護実ફをٻめΒれており、学生
やױ者、ྟচࢦಋ者との関係の中で様々なࠔ೉感を
抱く教員はগなくないとߟえる。
　ྟ地実習の重要性や教員の໾ׂظ଴がߴまる中、
教員はԿにࠔ೉感を抱き、どのよ͏に対応している
かについてઌ行研究より໌Βかにし、՝୊を໌֬に
することは今後のྟ地実習ࢦಋの教育効果をߴめる
一ॿになるとߟえる。なお、本研究では看護師ࠃՈ
内のઌࠃ、によりҟなることかΒࠃ૊Έが࢓の֨ࢿ
行研究かΒ෼ੳを行った。

ᶗ　研究໨త
　ྟ地実習に対する教員のࠔ೉感をઌ行研究より෼
ੳし、ྟ地実習において教員が抱えるࠔ೉感とその
対ࡦのݱ状と՝୊を໌Βかにする。

ᶘ　用ޠの定ٛ
、೉感ɿઌ行研究（ᚸ໺他、2�2�ɿُ田他ࠔ�・

2�1�）を参ߟに、ʮ教員が実習中にその໾ׂを਱
行したり、ࢦಋする上でۤしΈ೰むこと、೉しい
と感じていること、ࠔっていること、ށ࿭い、ෆ
҆などࠔ೉を抱えたࡍに生じ、ストレス要Ҽとな

るݸਓのओ؍తなࢥい・感情ʯとして、ૢ࡞తに
定ٛした。

ٻਓの内෦で２つあるいはそれҎ上のཉݸɿ౻׉�・
ないし動ػがಉ時に存ࡏし、しかもそれΒをಉ時
に処理することができͣ৺理తにۓுをきたす状
ଶ（大࡚、2�1�）。

・�新ਓ教員ɿ教員̍ݧܦʙ３年。ࢦಋ・ॿݴを得て、
教員のࣄ࢓を行͏時ظ（೔本看護学ߍ協ٞ会、
2�1�）

・�一ਓલ教員ɿ教員３ݧܦʙ̒年。ࢦಋ・ॿݴがな
くても自෼の൑断で教員のࣄ࢓を行͏時ظ。（೔
本看護学ߍ協ٞ会、2�1�）

・�中ݎ教員ɿ教員̒ݧܦʙ1�年。教員集ஂの中で
リーμーシοϓを発شし、他教員へのࢦಋ・ॿݴ
を行͏時ظ。

・�ख़࿅教員ɿ教員1ݧܦ�年Ҏ上。教員集ஂの力を集
め、学ߍの健શな؅理ӡӦに関わる時ظ。（೔本
看護学ߍ協ٞ会、2�1�）

・�ྟ চࢦಋ者ɿ�ྟ地実習डけ入れࢪઃにۈ຿し、
ඞ要な研修をडߨして看護学生の実習ࢦಋを୲͏
看護師

ʲํ๏ʳ

̍ɽ研究ํ法
　ҩ学中ԝࢽࡶ 8FC ൛（7FS��）のࡧݕシステϜを
用いて文献ࡧݕを行った。看護ૅج教育の充実をਤ
るためʮ保健師ॿ࢈師看護師学ߍ養成所ࢦ定نଇʯ
がվ正され、ʮ看護の౷߹と実ફʯ෼໺が新ઃされ
た2��3年かΒ2�2�年までの1�年間をࡧݕした。対৅
文献は原著論文でٞ࿥はআ֎し、さΒに看護文献に
。Έを行ったࠐりߜ

２ɽ対৅文献のநग़
　ʮ教員ʯʮ実習ʯʮࠔ೉ʯでࡧݕした結果の23�݅、
およびʮ教員ʯʮ実習ʯʮ׉౻ʯでࡧݕした結果の��
݅であり、྆者の重ෳ文献13݅をআいた߹ܭは2�1
݅であった。この͏ͪ、論文λイトルかΒ調査対৅
者が教員Ҏ֎の文献、ٴび研究のয఺がྟ地実習に
関する内容Ҏ֎の文献1��݅（学生12�݅、ྟচࢦಋ
者ຢはスλοϑ�3݅、ٛߨ・演習・研修1�݅）をআ
֎した。࣍に教員の実習教育のࢦಋํ法や内容に関
する研究ではない��݅（෼໺֎２݅、ΧリΩュϥϜ
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ධՁ３݅、教育関࿈の解説12݅、実習ه࿥・レポー
ト෼ੳ݅̕、ルーϒリοク・ポートϑΥリΦධՁ２
݅、実習ࢦಋܭ画・ํ法のධՁ�݅、文献12݅౼ݕ、
研究活動̍݅、教員効力感２݅、教育ٕ法̒݅、教
員ධՁ̍݅、教員自己ධՁ̍݅）をআ֎し3�݅を本
研究の対৅文献とした。

３ɽ෼ੳํ法
　நग़された文献の中かΒ、教員のྟ地実習に対す
るࠔ೉感をදݱしている෦෼をநग़し、内容のྨࣅ
性にԊってΧテΰリーを生成した。ಉ様にࠔ೉感へ
の工夫・対ࡦについてもΧテΰリーごとに෼ྨした。

４ɽྙ理త഑ྀ
　デーλ収集は、入手Մ能な原著論文とする。෼ੳ
においては対৅文献のҙຯや内容のվมがないよ͏
精読し、繰り返しҙຯ内容を֬認する。また、著࡞
。がないよ͏にҾ用文献໊を໌֬にࣔす֐の৵ݖ

ʲ݁Ռʳ

̍ɽ調査対৅者の所ଐ養成ߍผにΈた年࣍ਪҠ
　調査対৅者の所ଐを養成ߍผにΈると、大学݅̕、
ઐ໳学݅̕ߍであった。ෳ਺の養成所を対৅にした
ものはす΂て大学がؚまれており、શମの൒਺Ҏ上
を઎めた（ද̍）。

２ɽ年代ผにݟた教員ݧܦ年਺のਪҠ
　研究対৅者の教員ݧܦ年਺がه載された文献は3�
݅中2�݅であった。この͏ͪ新ਓ教員を対৅とした
文献は、大学教員３݅、ઐ໳学ߍ教員３݅の݅̒ܭ
であった（ද２）。ʮ新ਓ教員ʯにয఺を౰てた11݅
の研究ํ法は、ྔత研究が２݅、質త研究が̒݅、
文献研究が３݅であった。ݧܦ年਺は３年Ҏ下が̔
݅、４年ະຬが２݅、ه載なし̍݅であった。ʮ新
ਓ看護教員ʯの定ٛは、̍年Ҏ内・ະຬが２݅、̍
ʙ２年໨・２年໨が̑݅、３年Ҏ下２݅、４年ະຬ
̍݅であった。文献研究では、̒݅中３݅が新ਓ教
員にয఺を౰てたものであった。
　一ํ、一ਓલʙ中ݎ教員Ҏ上を対৅とした文献は、
教員̔ݧܦ年Ҏ上の４໊でओにࢦಋ上のࠔ೉場໘に
ண໨した質త研究1�）、３年Ҏ上の໊̑で教員の׉౻
にண໨した質త研究1�）、３年Ҏ上の໊̔で学生ࢦಋ
に対するࢥいにয఺を౰てた質త研究1�）、３年Ҏ上
の��໊で看護教育のҙࣝに関するྔత研究1�）の４݅
であった。
　教員ݧܦ年਺のه載がない݅̕は、各養成所の代
ද者による回౴が４݅1�）3�ʙ3�）、文献研究が３݅2�）�2）��）、
研修会の実ફ報告が̍݅2�）、大学教員２໊のϓロη
スレコーυ෼ੳが̍݅2�）であり、ݧܦ年਺に応じた
。೉感の෼ੳはなかったࠔ

３ɽ教員が抱くࠔ೉感の෼ྨ
　文献中の結果にه載されたओなࠔ೉感について෼
ྨした結果、ࠔ೉感を抱く対৅としてʲ学生ʳ̡ 教

⾲ 1 ㄪᰝᑐ㇟⪅のᡤᒓ㣴ᡂᰯูࡓࡳ࡟Ⓨ⾲ᖺḟ᥎⛣ 

 の内ヂᩘ⫣ᩥࡓࡋᑐ㇟とࢆ᪂ேᩍဨࡣ( )

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᡤᒓᶵ㛵  2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

大学               1         1    1   1(1)  1(1)                      1        2(1)        1 

ᑓ㛛学校            1(1)  2(1)                                 1        1(1)       3              1 

▷期大学                      1  

㧗校                                                                           1(1) 

大学-▷期大学                  1 

大学-ᑓ㛛学校                                                                               1 

大学-▷大-ᑓ㛛                                          1                        1         1 

大学-ᑓ㛛-㧗校                                                               1 

記載なし                                          2(2)                     1(1)                  1 

ᩥ⊩◊✲                                     1(1)   1         1  1(1)            1             1(1) 

ද̍　ௐࠪର৅ऀͷॴଐཆ੒ߍผʹΈͨൃද年࣍ਪҠ

ʢ　ʣ͸৽ਓ教員Λௐࠪͱͨ͠文ݙ਺ͷ಺༁
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員ݸਓʳ̡ ධՁʳ̡ 学ߍ૊৫ʳ̡ 実習ࢪઃʳの̑つの
Χテΰリーに෼ྨできた。さΒにࠔ೉感の要Ҽとし
ては、ද３にࣔすよ͏に1�のαϒΧテΰリーに෼ྨ
された。教員ݸਓがそれΒのࠔ೉要ҼかΒࠔ೉感を
抱いた時の෭࣍తな感情のදݱがある文献をநग़し、
Χテΰリーにʲࠔ೉感のදग़ʳとして෼ྨした。
　Χテΰリーごとのコーυ਺は、̡ 教員ݸਓʳのࠔ
೉要Ҽは�2コーυ・̑αϒΧテΰリーと࠷も多く、
࣍いでʲ学ߍ૊৫ʳは��コーυ・�αϒΧテΰリー、

ʲ学生ʳは3�コーυ・２αϒΧテΰリー、̡ ධՁʳは
1�コーυ・２Χテΰリー、̡ 実習ࢪઃʳは13コーυ・
２αϒΧテΰリーのॱに多かった。׉౻や、ෆ҆、
ෛ୲、ށ࿭い、ਏさ、もどかしさ、ૄ֎感などの۩
ମతなࠔ೉感の感情がهड़されているものをʲࠔ೉
感のදग़ʳとして෼ྨし、23コーυよりʮෛ୲・੹
೚の重さʯ11）1�ô22）、ʮ೰むʯ1�）22）23）、ʮෆ҆ʯ22）2�）2�）、

ʮށ࿭いʯ2�）2�）、ʮ༨༟がないʯ2�）2�）、ʮपғの໨（ੈ
間ମ）ʯ22）2�）、ʮະঝ認ʯ1�）2�）、ʮ໎いʯ23）、ʮもどか
しさʯ23）、ʮ՗立ͪʯ1�）、ʮδレンマʯ2�）、ʮෆ本
ҙʯ2�）、ʮਏさʯ1�）の13のΩーϫーυがநग़された。
なお、Ҏ下ではΧテΰリーはʲ　 、rΧテΰリーは

ʬ　ʭ、コーυはʮ　ʯでࣔす。
̍）学生に関࿈するࠔ೉感について
　教育上のద੾な഑ྀをඞ要とする発ୡো֐や対ਓ
関係がࠔ೉な学生の実習ࢦಋにয఺を౰てた研
究1�ð2�ð3�）は、2�1�年Ҏ߱に３݅発දされている。ʮ実
習地で໨立つ໰୊行動ʯ3�）やʮྙ理؍の௿い自己中
৺తなଶ度ʯ3�）、ʮडけ持ͪױ者、他の学生とのマο
νンάにྀۤʯ2�）など、ʬ学生の対ਓスΩルʭに対
するࠔ೉感としてࣔされていた。
　またʮ学生のϞνϕーションの௿さʯ22）、ʮ看護
師になるؾがないʯ23）などのଶ度໘や、ʮهड़力、
したݧܦ、力がऑい、文献を活用できないݱදޠݴ
ものがੵΈあがっていないʯ1�）といった学習໘に対
する教育త関わりに೰Έ、ʬ学生のレディωスʭに
対しࠔ೉感を抱いていた。この߲໨は2�コーυと࠷
も多くग़ݱしていた。
２）教員ݸਓに関࿈するࠔ೉感について
　教員は実習ࢦಋにおいてʮ学生のࢥいの೺Ѳࠔ
೉ʯ31）、ʮԿにࠔっているのか෼かΒないʯ31）、ʮ学
生をଊえることに時間がかかるʯ32）など、ʬ学生理
解ʭに೉しさを感じていた。学生を理解しよ͏とҙ
ࣝしても、ʮ学生のݸผతഎܠを限Βれた実習ظ間
だけで೺Ѳはࠔ೉ʯ2�）と、աڈの実習ࢦಋݧܦでの
学生との関わりかΒৼり返っていた。教員の学生に
対する理解ෆ଍は、ʮݸ々の学生への理解とい͏よ
りも、ݱ代の学生શൠに対してのؾ質やߟえํ、生
活習׳などの஌ࣝや理解がෆ଍しているʯ2�）とい͏
感じํをࣔしている。
　実習ࢦಋを行͏教員はʮ学生とద੾な関係性がங
けないʯ23ô2�）2�）33）、ʮど͏ࢦಋしていいか෼かΒな
いʯ11）23）2�）2�）、ʮレϕルに߹わͤたࢦಋがग़来な
いʯ2�）とい͏ʬ教育ٕ法ʭにىҼするࠔ೉感を抱い
ていることが、ෳ਺の文献で報告されていた。さΒ
にʮ学生にͮؾかͤるࢦಋができない、力をҾきग़
ͤないʯ1�）、ʮ各ݱ৅を関࿈෇けてߟえさͤること
がࠔ೉ʯ2�）など学生の関係性とಉ様、ʬ教育ٕ法ʭ
へのࠔ೉感が生じており、対৅文献の多くでड़΂Β
れている߲໨であった。
　また教員自਎のʮ教育内容やΧリΩュϥϜの理
解・情報ෆ଍ʯ2�）3�）や、ʮ看護師・教師としてのܦ
೉感は、12݅ࠔʭのݧܦ・ෆ଍ʯ21）などのʬ஌ࣝݧ
中̓݅の新ਓ教員を対৅とした文献にΈΒれた。
　ʮ教育のݫબがࠔ೉ʯ3�）、ʮ看護師としての൑断で

 

表2 対象者の教員経験年数別にみた発表年次推移 

分
類 

著者  発表  研究  対象 教員   対象者 

      年  方法  数  経験    の所属 

新 

人 

教 

員 

塩谷ら  2020  文献  13 4年未満 

亀田ら  2017  量的  74  2年目  大学 

徳本ら  2016  質的  14  3年以下 

大﨑    2015  質的   3  2年目   専門学校 

佐藤  2014  文献  29  1-2年目 

西田ら  2011  質的   5  2年目 

日野  2011 質的  5  3年未満 

石田  2010 文献 24  2年目程度  大学 

伊藤ら 2009 質的  10  1年未満  大学 

大場   2006  質的   4  1年以内 専門学校 

小塚  2005 量的  84  3年目迄  専門学校 

一
人
前
～
中
堅
教
員 

梨木ら 2020 量的  68  3年以上 専門学校 

秋田ら 2017 質的  8 3年以上 専門学校 

林ら  2006 質的  5 3年以上 専門学校 

山本ら 2003 質的  4 8年以上 短期大学 
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行動するʯ3�）といったʬ教育త൑断ʭはʮ教員とし
ての立ͪ位ஔに೰むʯ2�）、ʮ自己の能力へのෆ҆ʯùû）

とい͏ʲࠔ೉感のදग़ʳにつながっていた。
　ʬ学生ʵױ者調੔ʭのࠔ೉感は̑コーυとগな
かったが、ʮडけ持ͪױ者のબ定ʯ3�）やʮױ者・Ո
଒かΒडけ持つことのঝ認・調੔ࠔ೉ʯ2�）3�）3�）と
いったਓతڥ؀の調੔にࠔ೉感を持っていた。
３）ධՁに関࿈するࠔ೉感について
　ධՁに関して教員はʮࢦಋ者間のࢦಋํ法、ධՁ
఺の૬ҧ、ෳ਺の学生間でのධՁのバϥンスをਤࢹ
ることに׉౻、他教員かΒධՁの໰୊఺をࢦఠされ

るʯ12）など学生・ࢦಋ者・教員それͧれの関係の中
でʬධՁ൑断ʭにࠔ೉感を抱いており、ʮਓをධՁ
することは੹೚が重いʯ12）とい͏ʲࠔ೉感のදग़ʳ
がىこっていた。また、ʮ؍٬తなධՁをする΂き
なのにओ؍がࠞじっているかもしれない、学生の努
力、成長は਺஋Խしにくいʯ12）といったことかΒ

ʮධՁは΄んとにこれでいいのかと͏ࢥʯ12）といっ
たෆ҆・ށ࿭いなどのʲࠔ೉感のදग़ʳが生じてい
る。それはʮ実習໨ඪにڍげていても対৅者の状況
によりࠔ೉ʯ1�）な場໘や、それでもʮ学生にٻめる
とこΖを下げるわけにはいかないʯ��）とい͏ʬ౸ୡ

� � � � � � � � � � � � � � � �  
 

●新人教員対象の文献� � � ◎一人前～中堅教員対象の文献� � � ○経験未特定の文献 

 
 

 

ද3　ର৅文͞ࡌهʹݙΕͨओͳࠔ೉ײ

●新人看護教員を対象とした研究　　◎一人前～中堅教員を対象とした研究　　○経験年数を特定していない研究

施
設
受
入
体
制
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度൑断ʭへの໎いがあり、ʮ正౰にධՁできている
のか自৴がないʯ12）、ʮࢦಋํ法に自৴が持てな
いʯ��）とい͏ʲࠔ೉感のදग़ʳがىこっていた。
４）学ߍ૊৫に関࿈するࠔ೉感について
　ʬྟচࢦಋ者との࿈ܞʭのࠔ೉感は、新ਓ教員を
対৅とした文献を中৺にΈΒれ、ʮ調੔するλイミ
ンάが೉しいʯ22）、ʮ看護師とのコミュχέーショ
ンがࠔ೉ʯ2�）、ʮྟচࢦಋ者・ප౩スλοϑとの関
係性のζレʯ32）とい͏ʬྟচࢦಋ者との࿈ܞʭにࠔ
೉感を抱いていた。対応がࠔ೉な状況に対し、ʮ上
࢘との関係ʯ2�）やʮಉ྅との情報ަ׵やҙ׵ަݟが
೉しいʯ1�）、ʮ૬ஊするਓがそ͹にいないʯ22）といっ
たʬ૊৫内࿈ܞʭに関࿈するࠔ೉感があり、ʮ自෼
の৬຿に対して੹೚を感じるʯ2�）、ʮ実習ࢦಋを一
೚されるෛ୲感ʯ21）とい͏ʲࠔ೉感のදग़ʳに至っ
ている。
　2�1�年Ҏ߱の文献にݟࢄされたʬ実習ࢪઃとの࿈
関の教育ػ೉ʯ1�）、ʮࠔʭでは、ʮ実習地の֬保がܞ
理念・教育՝ఔのൣғ֎ʯ3�）、ʮࢪઃにより学習内
容がҟなるʯ3�）といった学֎の実習ࢪઃがབྷむࠔ೉
感と、ʮ教員のෆ଍ʯ3�）、ʮ୲౰ྖҬ֎教員の੹೚の
所ࡏʯ1�）、ʮ業຿ྔ௒աʯ3�）౳のʬ学ߍ૊৫のମ制ʭ
がʲ学ߍ૊৫ʳの՝୊としてࣔされていた。
̑）実習ࢪઃに関࿈するࠔ೉感について
　ओな՝୊としてʮ実習場のडけ入れが業຿の๩し
さで良くないʯ3�）、ʮ看護師が๩しく学生にे෼に
、（ʯ11ࡏಋ者のෆࢦઃでのࢪಋできないʯ31）、ʮ実習ࢦ

ʮױ者がগないʯ31）などがあった。これΒはʬ実習
डけ入れମ制の՝୊ʭʬ実習ࢪઃが抱える՝୊ʭか
Β、ʮࢦಋやέアにٙ໰があるࢪઃで実習すること
のもどかしさʯ23）とい͏ʲࠔ೉感のදग़ʳにつな
がっていた。

４ɽ教員ݧܦ年਺によるࠔ೉感について
　対৅文献中に、ݧܦ年਺ごとのࠔ೉感の内容やఔ
度をൺֱ・調査した研究はなかった。新ਓ教員のࠔ
೉感としてԘ୩33）は、ʮ授業のల։、実習ࢦಋのํ
法、教員感の関係ܗ成、学生との関係ܗ成、ྟচと
の࿈ܞ、業຿の時間؅理、৬຿ମ制ʯの̓Χテΰ
リーを結論ͮけている。
　中ݎ教員のओなࠔ೉感として、ʮࢦಋҙਤが఻わ
Βない状況へのࠔ೉感ʯ1�）、ʮ学生との関わりํや
ಉ྅との関わりのࠔ೉感ʯ1�）、ʮ学生の力をҾきग़

ͤない׉౻や自৴のなさʯ1�）、ʮ஌ࣝ・力ྔෆ଍や
実習ࢦಋڥ؀へのࠔ೉感ʯ1�）といったओに学生ࢦಋ
に関࿈する内容がࣔされている。また、教員ݧܦ�
年Ҏ上を対৅とした質త研究1�）では、教員のࢦಋࠔ
೉状況における学生ଆの要Ҽとして、ʮᶃ学生の৺
理状況に関するもの、ᶄ学生のレディωスに関する
もの、ᶅױ者との関係ܗ成に関するもの、ᶆ学生の
看護ٕज़に関するもの、ᶇ学生ʵ教員間の関係性に
生じる要Ҽʯがあると໌Βかにした。

̑ɽࠔ೉感への実ࡍの対応や支援
　教員のࠔ೉感に対して実ࡍに行った対応やडけた
支援について、対৅文献中1�݅が調査を行っていた。
その͏ͪ13݅が結果の中でࠔ೉感への対応や支援に
ついてड़΂ており、��コーυをநग़した。ࠔ೉要Ҽ
ผの対応߲໨として෼ྨし、ද４にࣔす。対応߲໨
のΧテΰリーは㽅　㽆でࣔす。実ࡍに行った対応や
डけた支援は、㽅上࢘・ಉ྅による支援㽆、㽅૊৫か
Βの支援㽆、㽅教員間࿈ܞ㽆、㽅教員ݸਓの工夫や努
力㽆の４つの対応߲໨に෼ྨされた。
　̡ 学生ʳについてのࠔ೉感に対するओな対応・支
援は、ʬ学生のレディωスʭをߴめるためのʮ学生
のリϑレクションやഎܠに഑ྀしたάルーϓߏ
成ʯ�3）やʮࠣࡉなことでも、ୡ成したことや努力し
ていることを認めて๙めることで、学生に自৴を持
たͤたʯ2�ð とい͏関わりを行っていた。また、ʬ学
生の対ਓスΩルʭではʮݸผの໨ඪઃ定や؆୯な
ロールϓレイを行͏など学生へのݸผ対応ʯ2�ð、ʮϓ
ロηスレコーυの活用ʯ3�ð を行っていた。ここでの
対応߲໨は㽅教員ݸਓの工夫や努力㽆のΈであった。
　̡ 教員ݸਓʳについてのࠔ೉感ではʬ学生理解ʭ
のために、ʮ学生がࠔっていることをදݱしやすい
งғͮؾくりʯ3�）を഑ྀし、ʮ学生の立場に立って
発ݴする、཭れたとこΖかΒ学生を࡯؍する、学生
をࣤᄖܹྭするʯ22）などのʬ教育ٕ法ʭを用いてい
た。また、ױ者の൓応�や状況൑断についてʮ看護
師としての൑断ʯ3�）を用いてʬ教育త൑断ʭを行い、

ʮΧンϑΝレンスの活用、λイϜリーなࢦಋʯ3�）を
行っていた。ʬ学生ʵױ者調੔ʭは、ʮ教員かΒױ
者・Ո଒へ協力をґཔʯ23）したり、ʮ教員とྟচࢦ
ಋ者が手本をࣔし、学生とともにױ者への઀しํを
ৼり返る対応ʯ�2）をしたり、ʮέアの代行ʯ23）を
行っていた。ʬ஌ࣝ・ݧܦʭのࠔ೉感に対しては、
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ʮ研修や大学でのٛߨのडۃੵ、ߨతな情報収集や
学習ʯ11）、ʮ授業のௌߨʯ32）を行っていた。ここで
の対応߲໨も㽅教員ݸਓの工夫や努力㽆がநग़され
た。
　̡ ධՁʳに対するࠔ೉感に対しては、他教員と໨
ඪを֬࠶認したり૬ஊしていたが、解ܾに至るよ͏
な۩ମత対応はなされていなかった。ここでの対応

߲໨は㽅上࢘・ಉ྅による支援㽆、㽅教員間࿈ܞ㽆が
நग़された。
　̡ 学ߍ૊৫ʳに関࿈するࠔ೉感では、教員はʬྟ
চࢦಋ者との࿈ܞʭにおいて、ʮ今まで他教員が調
੔してきたことがॿけʯ32）となり、ಉじよ͏にʮ時
間調੔をしてੵۃతにコミュχέーションをਤ
るʯ11）といった対応を行っていた。ʬ実習ࢪઃとの

対象 困難要因 　　　質的研究(6件）38コード 　　量的研究(3件）22コード 　　　対応・支援項目

・リフレクションに時間を費やす ・学生同士のグループ学習

・個別指導に時間をかけ丁寧に説明 ・達成や努力を認めて褒める

・他学生への教育的配慮 ・対人関係プロセスの重視
・態度面の指導：その場と評価時に
　指導した

・背景に配慮したグループ構成工夫

・臨床指導者に相談した

・患者・家族へ協力依頼

・ケアの代行

・学生の立場に立って発言する ・看護教育について学ぶ

・一歩離れて様子をうかがう ・カンファレンスの活用

・学生を叱咤激励する ・プロセスレコードの活用

・看護技術の根拠を学べる関わり

・学生に指導

・看護師としての適性の見極め ・教員によるタイムリーな指導

・先延ばしにしない判断

・指導者・病棟と調整、話し合い

・教員から実践の場に入り込む ・学会や学会誌から情報収集

・授業を聴講し、学習した ・大学院などの講義を聴講する

・努力する

到達度判断
・他の教員に相談、到達目標は
　学生に合わせていく

評価判断

・指導している看護師に働きかけた

・指導者への意識づけを図った

・他教員が今まで調整してきた
　ことが助けとなった

・教員全員での意思統一

・学生との関わりを励まし肯定した ・成長できる人間関係を作る

・学生の捉え方を広げる助言 ・上司、同僚に相談する

・同僚に話して聞いてもらった

・上司に相談した

・ためらわずにすぐ上司に相談

・上司に相談し病棟と話し合った

施設受入体制 ・組織的な介入

・何もしない（できない）

・学生に指導、指導者・病棟と調整

・家族に話をした ・自分の考え方や環境を変える

・学生に元気をもらった ・家族、友人、恩師、先輩に相談

・自分と折り合いをつける ・他の職場の状況を聞く

・職場の人以外に話して分かってもらう ・就職・転職活動

困難感の
表出

［教員個人の工夫や努力］
［上司・同僚による支援］

［教員個人の工夫や努力］
［上司・同僚による支援］
［組織からの支援］

実習施設との連携 ［上司・同僚による支援］

　
施
設

5
実
習

［教員個人の工夫や努力］
［組織からの支援］実習施設が

抱える課題

3
評
価

［上司・同僚による支援］
［教員間連携］

4
 
学
校
組
織

指導者との連携
・臨床指導者と連携や
　コミュニケーションを図る
・時間調整

［教員個人の工夫や努力］
［上司・同僚による支援］

組織内連携

［教員個人の工夫や努力］
［上司・同僚による支援］
［教員間連携］
［組織からの支援］

組織体制
・学生支援体制づくり
・研修で同期とのネットワーク

2
 
教
員
個
人

学生理解
・学生が困っていることを表現
　しやすい雰囲気づくり

［教員個人の工夫や努力］

学生-患者調整 ・対象理解の重視

教育技法

教育的判断

知識・経験
［教員個人の工夫や努力］
［組織からの支援］

表４　教員の困難感への実際の対応や支援　

１
 
学
生

レディネス

［教員個人の工夫や努力］

対人スキル ・個別の目標設定や簡単なロール
　プレイを行うなど個別対応

ද̐　教員ͷࠔ೉ײ΁ͷ࣮ࡍͷରԠ΍支援
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࿈ܞʭでは、新ਓ教員が、ྟ地実習が͏まくいかな
いと感じたࡍは、ʮためΒわͣにす͙に上࢘に૬ஊ
する、ྟচࢦಋ者にಇきかけるʯ22）といった対応を
行っていた。ʬ૊৫内࿈ܞʭでは、ʮઌഐ教員かΒの
教育త関わり、࡞業೉度かΒの業຿഑෼、ݸਓの能
力をΈて業຿෼୲ʯ3�）を行っていた。ここでは４つ
の対応߲໨す΂てがநग़された。
　̡ 実習ࢪઃʳにおけるʬࢪઃडけ入れମ制ʭ、ʬ実
習ࢪઃが抱える՝୊ʭでは、ʮ学生にࢦಋ、ࢦಋ者・
ප౩と調੔ʯ23）しており、ʦ教員ݸਓの工夫や努力ʧ
がநग़された。中には実習ࢪઃとの関係ѱԽをةዧ
してʮԿもしない（できない）ʯ23）とい͏対応が
あった。ʮ૊৫తな介入をඞ要とするࠔ೉は、実ࡍ
に上࢘が介入に入るʯ11）といった対応がなされてお
り、ʦ૊৫かΒの支援ʧとしてநग़された。
　̡ めࢭ೉感の感情をडけࠔ、೉感のදग़ʳではࠔ
てくれるʮՈ଒や༑ਓ、Ը師、ઌഐに࿩をするʯ��）

とい͏対処行動をとっていた。ʮ学生かΒ元ؾをも
Β͏ʯ1�）、ʮ学生の成長が自෼のྐになるʯ3�）など
教員としてのやりがいを自֮したり、ʮ自෼のߟえ
ํやڥ؀をมえるʯ11）とい͏対応もΈΒれた。ここ
での対応߲໨は㽅教員ݸਓの工夫や努力㽆、㽅上࢘・
ಉ྅による支援㽆の２߲໨がநग़された。

ʲ࡯ߟʳ

̍ɽ教員ݧܦ年਺に関࿈したࠔ೉感について
　対৅文献の発ද年࣍ਪҠをݟると、3�݅の͏ͪ2�
݅（����ˋ）が、また新ਓ教員を対৅とした13݅の
͏ͪ1�݅（����ˋ）が2�1�年Ҏ߱に発දされた研究
であった。これは、2���年のΧリΩュϥϜվ定に൐
͏ʮ看護の౷߹と実ફʯ実習の௥Ճや、看護教員の
めΒれる能力を໌ࣔしたʮ今後ٻ質とࢿ上す΂き޲
の看護教員のありํに関するݕ౼会報告ॻʯ��）や、
看護実ફ能力や卒業時౸ୡ໨ඪのج準をࣔしたʮ大
学における看護ܥਓࡐ養成のࡏりํに関するݕ౼会
行ࢼ場でݱऴ報告ʯ��）をडけて、その教育を୲͏࠷
け努力して޲上に޲質・能力ࢿしながΒ学生のޡࡨ
いる看護教員のݱ状に関৺がߴまったことがߟえΒ
れる。
　新ਓ教員を対৅とした研究では、ʮ新ਓ看護教員ʯ
の定ٛが̍年ະຬかΒ４年ະຬと෯広いが、３年໨
Ҏ下がׂ̔を઎めていることかΒ、೔本看護学ߍ協

ٞ会が定ٛした̍ʙ３年を新ਓ看護教員として࡯ߟ
をड़΂る。
　ੴ田�1）は、ʮ新ਓ教員のࢿ質վળ・޲上における
中৺త՝୊は実習ࢦಋ能力であることがࣔࠦされ
たʯと報告している。新ਓ教員であっても実習ࢪઃ
にग़޲け͹、一ਓの教員としての੹຿があり33）、ߴ
い教育実ફ力をظ଴されている。ࠔ೉場໘における
新ਓ教員のࢦಋのಛ௃として徳本Β3�）は、ʮྟচ場
໘の学生のݴ動にண໨するが、そのҙຯが読Έऔれ
者に看護する場໘では看護師として対処するױ、ͣ
が、そこで行ったױ者の೺Ѳと行動とを関࿈ͮけて
学生に説໌できないʯことをࢦఠしている。一ํで、
一ਓલʙ中ݎ教員を対৅とした文献は３年Ҏ上の３
݅1�ô1�）、̔年Ҏ上の̍݅1�）とগなく、ྖҬಛ༗のࠔ
೉感にয఺を౰てたྔత研究Ҏ֎は対৅者が਺໊と
গない。そのため結果の一ൠԽは೉しいが、޲܏と
して中ݎ教員でも学生のレディωスや対ਓスΩルに
、౻׉、೉感や、教員としての力ྔෆ଍ࠔҼするى
自৴のなさといった新ਓ教員とಉ様のࠔ೉感をදݱ
している。しかし、ࠔ೉感のఔ度について調査した
研究は新ਓ教員を対৅とした̍݅11）のΈであったた
め、どのよ͏な場໘で、どのఔ度のࠔ೉感が生じる
かについて新ਓ教員に限定ͤͣ、෯広いݧܦ૚への
調査がඞ要であるとߟえる。
　教員が行͏実習ࢦಋは、学生や対৅者をత֬に೺
Ѳし、その場その場で教育తな൑断をしながΒ様々
な教育ٕ法を用いて実習໨ඪのୡ成へ޲か͏活動で
ある。ྛ1�）は、ʮ学生を理解する上で関࿈するઐ໳
஌ࣝやٕज़を用いて、؍٬తに学生をଊえるʯこと
の重要性をࣔしている。੢田��）は、ʮ教育తな஌ ・ࣝ
ٕज़を得るためには、研究会や学会へ参Ճして学び
औる努力がඞ要ʯとड़΂ているが、その実ݱのため
には充実した学習৚݅やΏとりのあるۈ຿ڥ؀がඞ
要であり、ݸਓの努力では限քがある。�2ڮߴ）は、

ʮݱ೚教育として教員の成長をܭ画తに支援するϓ
ロάϥϜを充実さͤ、自෼のݧܦをҙຯͮける時間
と場が੔えΒれることが๬まれるʯとड़΂ている。
また徳本Β3�）は、ʮݕྫࣄ౼による教育実ફのリϑ
レクションは新ਓ教員にྟ地実習でのߟࢥと行動を
かͤることをͮؾ఺をࢹԽさͤ、ෆ଍している؍٬
௨して、教育実ફ力をߴめるʯと結論ͮけた。ࠔ೉
感の༗ແやఔ度は、ݸਓಛ性やストレスコーϐンά
によるදݱ内容・ස度によりࠩҟが生じることがߟ
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えΒれるが、ࠔ೉感の発生が༧ଌされる場໘でどの
よ͏なपғの支援が得Βれたかによってもࠨӈされ
るとߟえる。౉ᬑ22）もಉ様に、ʮ看護教員への教育
తαポートがඞ要であり、ྟ地実習でىこっている
会を持つことがػ৅を上࢘、ಉ྅ともにৼり返るݱ
めΒれるʯとड़΂ている。またੴ田�1）はʮ新ਓ教ٻ
員への支援ྔをݕ౼するࡍは、学業・教育に関する
。ਓత要Ҽにண໨するݸ自ओ性・ओମ性などの、ྺܦ
そのਓの教育ٕज़などの手持ͪݯࢿをあるఔ度ਪଌ
して、それΒをྀߟした上で、ʤࠔ೉にӨڹを༩え
る要Ҽʥへの支援ྔを൑断することが重要ʯとड़΂
ている。その໾ׂを୲͏一ਓલʙ中ݎ教員にとって、
લड़のࠔ೉感を抱いていることがߟえΒれるため、
ख़࿅教員が中ݎ教員をαポートする૊৫తな支援ମ
制が重要であるとߟえる。Ճ౻Β��）は、ʮ૊৫を؅
理する؅理者は、看護教員のストレスにͮؾき、看
護師養成所の໋࢖と看護教員の成長が๬めるよ͏に
૊৫ମ制や؅理ମ制をมԽさͤていかなけれ͹、看
護教員のϞνϕーションは޲上ͤͣ生࢈性のない状
ଶになってしま͏ʯとड़΂ている。教員のࣄ࢓は、
マχュアルや正解がない状況での対応がٻめΒれる
ため、一ਓでࠔ೉感を抱えることがແいよ͏に教員
間のコミュχέーションが重要である。

２ɽ実習ࢪઃが抱える՝୊とࠔ೉感について
　実習ࢪઃが抱える՝୊に対するࠔ೉感については、
۩ମతな対応はΈΒれなかった。֎෦૊৫との࿈ܞ
調੔について౉ᬑ22）は、ʮ看護教員はྟ地実習ࢦಋ
において実習をґཔしている立場での遠ྀʯや、ྟ
চࢦಋ者とʮ関係が่れるのではないかとい͏ڪれ
かΒ、トϥϒルをىこしたくないとい͏ؾ持ͪʯを
持つとड़΂ている。またʮ実習ࢦಋとい͏ڥ؀は૊
৫తな介入をඞ要とする場所でもあることかΒ、新
ਓ教員は上࢘やಉ྅のॿݴでは解ܾできないࠔ೉も
多く、実ࡍに上࢘がྟচࢦಋ者との介入に入ると
いった対応がඞ要であるʯ11）と学ߍ૊৫のମ制のあ
りํをड़΂ている。ಉ様にҏ౻2�）は、ʮ実習ࢦಋମ
制を調੔するࡍは大学の長または୯位認定者と実習
తかつ໖ີにଧͪ߹わͤۃઃの長やප౩の長がੵࢪ
を行͏ことが๬ましいʯとड़΂ている。؅理త立場
にあるख़࿅教員や学ߍ૊৫の代ද者と実習ࢪઃの࿈
ઃ౳を持たない養成所にࢪは、ಛにෟଐの実習ܞ
とって重要である。情報や՝୊をڞ༗することで、

実習ࢪઃのద੾な֬保、学生にとって効果తな実習
内容の։発につながるとߟえる。また、૊৫間の実
習調੔に関する動޲は、各教員やྟচࢦಋ者とڞ༗
することが重要である。�

３ɽ教員ݸਓのࠔ೉感への今後の対応について
　教員ݸਓのදग़するࠔ೉感への対応について২
ଜ23）は、ʮ教員のྙ理త൑断とδレンマを解ফする
ために、Ձ஋؍の༏ྼを൑断されることのない状況
で、感情をؚめたྙ理తδレンマのମݧをڞ༗する
ことʯと教員間࿈ܞの重要性をࣔࠦしている。教員
自Βが努力することとして、ྛ1�）はʮ׉౻を対処す
る支えにもなる教育؍を持つʯことの重要性をड़΂
ている。これΒのことかΒ、学生との関わりかΒ学
び、学生とڞに成長するとい͏教育؍は、自৴のな
さやෆ҆といったࠔ೉感のܰݮになるとߟえΒれる。
また౉ᬑ22）は、ʮ自己効力感をߴめるために、看護
教員が自Βのݧܦに؟を޲け、ݧܦかΒ得Βれる஌
を਎に෇けていくとい͏リϑレクティϒなଶ度の養
成が解ܾのࢳ口であるʯとࣔࠦした。自己の学生ࢦ
ಋを上࢘やಉ྅もؚめて؍٬తにৼり返り、リϑレ
クションを重ねることが、教育実ફ力をߴめること
につながるとߟえる。
　実習ධՁについては対৅文献中に対応をڍげてい
る研究はগなく、様々な教員ݸਓ・学ߍ૊৫の՝୊
があるとߟえΒれる。大࡚12）は、ʮ実習のධՁࢹ఺
やධՁを段֊తに਎に෇けるトレーχンάʯのඞ要
性や、ʮ正౰なධՁがग़来るよ͏な໌֬なධՁج準
のݕ౼ʯ、他教員がʮԿをج準に学生のධՁをつけ
ているか、Կを࣠にして࿩し߹͏΂きなのかを໌֬
にし、理解し߹͏ことʯのඞ要性をࢦఠしている。
教員が学生の看護実ફ力をద੾にධՁすることで、
学生自਎が学習段֊の認ࣝをਂめることができると
、える。学生のさΒなる学びに生かしていけるよ͏ߟ
ධՁするଆのධՁج準や認ࣝについて՝୊を໌Βか
にし、ࠔ೉要Ҽをど͏解ফしていくかについてݕ౼
するඞ要がある。
　ো֐を持ͪながΒも看護師をめ͟す学生の支援に
ついては、௚઀ࢦಋを୲౰する教員が手୳りしなが
Β対応しているݱ状がਪ࡯される。ҏ౻2�）は、ʮ学
生の能力をૣٸに査定することなく、一段ͣつ学ん
でいけるよ͏に支援する໾ׂが؊要であるʯとड़΂
ている。多様な支援や഑ྀをඞ要とする学生は今後
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も૿ՃすることがߟえΒれるため、対応ࠔ೉な学生
のݕྫࣄ౼の஝ੵや、教員の研修制度の充実がඞ要
である。また、学ߍ૊৫内֎のઐ໳৬との協ಇによ
るݸผの支援ମ制のߏஙもٸ຿である。

４ɽ教員のࠔ೉感ܰݮに޲けた対応の՝୊
　ྟ地実習に関して教員ݧܦ年਺のࢹ఺かΒࠔ೉感
をଊえた研究は新ਓ教員を対৅としているため、؅
理や新ਓ教員の育成を୲͏中ݎやख़ୡ教員もؚめて
෯広いݧܦ૚の実ଶを໌Βかにするඞ要がある。ࠔ
೉感をܰݮするためのݸผతな対応や支援について、
新ਓ教員に限Βͣ教員શମに༗効な対ࡦや、ࠔ೉要
Ҽに応じた۩ମతな対応行動は、աࠅな業຿のෛ୲
上に༗効であると޲や教員としてのब業ҙཉのݮܰ
຿の໰୊は長ۈ֎える。しかし、教員ෆ଍や時間ߟ
年ଓいており、࿑ಇڥ؀のվળは૊৫としての՝୊
である。実習ࢦಋ教員のਓ員഑ஔについては、ʮ看
護師౳養成所のӡӦに関するࢦಋΨイυϥインʯに
おいてʮಉ一ظ間で実習ࢪઃが多਺にٴͿ場߹は実
習ࢪઃ਺を౿まえద౰਺֬保することが๬ましいʯ
とࣔされている。また看護学実習Ψイυϥインにお
いても、ʮ学生਺に応じた実習ࢦಋ教員を഑ஔする
ことが๬ましいʯとあるが、໌֬なਓ員഑ஔのن定
はなされていない。各学ߍのઃஔج準や看護師学ߍ
養成所ࢦ定نଇにおいても、ઐ೚教員のਓ員ج準は
ࣔされているが、ྟ地実習でのن定はないのがݱ状
である。実習ࢪઃ਺や学生਺に応じたਓ員഑ஔの法
制度の੔備がٻめΒれる。
　また実習ࢪઃとの࿈ܞや、実習ࢪઃが抱える՝୊
について、実習教育が効果తにܧଓできるよ͏な૊
৫間の協ಇやҙํ׵ަݟ法のݕ౼もඞ要である。そ
のためには、教員やྟচࢦಋ者だけでなくࢪઃやප
౩の؅理者やױ者・Ո଒、他のઐ໳৬者など学生の
ྟ地実習に関係するਓ々をؚめた解ܾࡦの୳ٻが今
後の՝୊とݴえる。
　ྟচࢦಋ者が抱えるࢦಋ上の՝୊として、༄ᖒ
Β�1）はʮࢦಋ者の大൒は、�自਎の࠷ऴઐ໳学ྺとは
ҟなる教育՝ఔの実習ࢦಋをしなけれ͹なΒͣ、自
਎のݧܦ஋だけでは学生の様子や޲܏、レディωス
が೺Ѳしにくく、ࢦಋํ法に՝୊を抱える要Ҽと
なっているʯとड़΂ている。また、学生のࢦಋに関
する教員との࿈ܞについて山ࠜΒ�2）はʮ学生の実習
࢟੎へのෆຬや教育ํ਑・ࢦಋମ制へのෆຬ、ス

λοϑ間のҙࣝのࠩのݱ状に対して、ࢦಋ内容の理
解のఔ度が௿いことや教員・看護師の໾ׂが໌֬に
なっていないこと、ࢦಋ者の支援ମ制がऑいことが

ʰຬ଍のいくࢦಋができないෆશ感ʱになっていたʯ
ことを໌Βかにしている。実習ࢦಋ者と教員間で、
ྟ地実習のଧͪ߹わͤやҙ׵ަݟがे෼に行われڞ
௨理解を得ることで、૒ํのࠔ೉感や՝୊をڞ༗で
き、࿈ܞ・協ಇするҙࣝをߴめるとߟえる。
　教員の教育ମ制・教育ڥ؀について厚生࿑ಇল�3）

は、ߨ習会डߨによる長ظ間の教員ෆࡏをආけるた
めの෼ׂडߨମ制のߏஙや、̴ϥーχンάの活用ਪ
ਐについてݟ௚し、ܧଓతなスΩルアοϓをਤるた
めの支援についてٴݴしている。教員ݧܦのレϕル
に߹わͤた研修ػ会を保ূするなど、各養成ػ関の
実情に߹わͤた実行Մ能な૊৫తऔり૊Έが重要で
あるとߟえる。

ʲ݁論ʳ

̍�ɽ看護教員のྟ地実習におけるࠔ೉感の対৅は
ʲ学生ʳ̡ 教員ݸਓʳ̡ 実習ධՁʳ̡ 学ߍ૊৫ʳ̡ 実
習ࢪઃʳの̑つに෼ྨされた。また、ࠔ೉要Ҽと
してʬ学生のレディωスʭʬ学生の対ਓスΩルʭ

ʬ学生理解ʭʬ教育ٕ法ʭʬ教育త൑断ʭʬ஌ࣝ・ܦ
ಋ者とのࢦʭʬ౸ୡ度൑断ʭʬධՁ൑断ʭʬྟচݧ
࿈ܞʭʬ૊৫内࿈ܞʭʬ૊৫ମ制ʭʬ実習ࢪઃとの
࿈ܞʭʬ実習ࢪઃのडけ入れଶ੎ʭʬ実習ࢪઃが抱
える՝୊ʭがநग़された。これΒの要ҼかΒ生じ
る教員ݸਓのࠔ೉感をʲࠔ೉感のදग़ʳとして෼
ྨした。

２�ɽ教員のࠔ೉感への対応・支援として㽅教員ݸਓ
の工夫や努力㽆㽅上࢘・ಉ྅による支援㽆㽅教員間
࿈ܞ㽆㽅૊৫かΒの支援㽆がநग़された。

３�ɽ教員のྟ地実習におけるࠔ೉感ܰݮに޲けた対
応の՝୊として、新ਓ教員に限Βͣ教員શମのࠔ
೉感の実ଶ೺Ѳ、ࠔ೉要Ҽに応じた۩ମత対ࡦの
や̴ϥーχンάの活用によߨडࢄ研修の෼、౼ݕ
るܧଓతな看護教員のスΩルアοϓମ制のߏஙが
。げΒれたڍ

ʲ文ݙʳ

̍）文෦科学ল（2�2�）ɽ看護学実習Ψイυϥインɽ
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大学における看護ܥਓࡐ養成のࡏりํに関する
会（第二࣍報告）令和2年3月3�೔ɽ文෦科౼ݕ
学লϗーϜϖーδɽIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�
C@NFOV�TIJOHJ�DIPVTB�LPVUPV�����HBJZPV�
NFYU@��2���IUNM（2�21年�月13೔Ӿཡ）

２）೔本看護学ߍ協ٞ会（2�2�）ɽΧリΩュϥϜ編
成Ψイυϥイン　令和２年̑月ɽ೔本看護学ߍ
協ٞ会ϗーϜϖーδɽIUUQ���XXX�OJIPOLBOHP�
PSH�SFQPSU�（2�21年�月21೔Ӿཡ）

３）厚生࿑ಇল（2�1�）ɽ看護ૅج教育ݕ౼会報告ॻ　
令和元年1�月1�೔ɽ厚生࿑ಇলϗーϜϖーδɽ

� IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�OFXQBHF@��2���
IUNM（2�21年�月21೔Ӿཡ）

４）೔本看護協会（2�1�）ɽ2�1�年　看護師養成所
の教員のۈ຿実ଶ౳に関する会員調査結果（ൈ
ਮ）ɽ೔本看護協会ϗーϜϖーδɽ

� IUUQT���XXX�OVSTF�PS�KQ�IPNF�QVCMJDBUJPO�
JOEFY�IUNM（2�21年�月2�೔Ӿཡ）

̑）Ճ౻ກ美、ᓎҪしのͿ、ਗ਼ਫ๪ࢬɽ看護教員が
る৬຿上のストレス　看護師養成所を૊৫のޠ
デβインかΒ෼ੳɽ看護教育ɽ2���ʀ��ï�ðɿ
�������ɽ

本স子、Ճ౻かすΈ、൐౻య子　他ɽ新ਓ看ڮ（̒
護教員のٛߨ、演習、実習、生活ࢦಋでࠔって
いることの実ଶɽ中ࠃ࢛ࠃ地۠ࠃ立පӃෟଐ看
護学ߍ紀要ɽ2�11ʀ�ɿ1���112�

Ҫ恵子ɽ看護教員のストレス要員をଌ定するࡔ（̓
ストレοαーई度の։発�ઐ修学ߍの看護教員
を対৅としてɽ೔本看護研究学会ࢽࡶɽ2���ʀ
2ï�ðɿ2��3��

̔）খྛກ、竹ඌዳ子、ࣣ田ዳ子ɽ看護教員として
の能力とその自己ධՁに関する研究ɽٱࠤ大学
看護研究ࢽࡶɽ2�1�ʀ̓ï1ðɿ������

̕）ۚլ཯子、౧Ҫ߳代子、ࠇ田࢙඙　他ɽ中ݎ看
護教員の授業ධՁ活動をࠨӈする要Ҽɽ೔本看
護学会ࢽ　看護教育ɽ2���ʀ��ɿ13��13�ɽ

1�ð ᚸ໺঵子、٢ӬѪ߳、山本ஐ௡子ɽ精神看護学
実習における実習ࢦಋ者のࢦಋ上のࠔ೉に関す
る文献ݕ౼ɽઁೆ大学看護学研究ɽ2�2�ʀ
�ï1ðɿ�3���ɽ

11ð ُ田ෙཀ、いと͏たけͻこ、Տ௡芳子ɽ実習ࢦ
ಋ場໘における看護ܥ大学の新ਓ教員が抱える
೉感と対応行動ʕテΩストマイχンά෼ੳをࠔ

中৺にɽ೔本ώューマンϔルスέア学会ࢽɽ
2�1�ʀ2ï1ðɿ2��3�ɽ

12ð 大࡚ົ子ɽྟ地実習における総ׅධՁで新ਓ看
護教員が感じる׉౻とその要Ҽɽ神ಸ川ݝ立保
健福祉大学実ફ教育ηンλー看護教育研究集
࿥ɿ教員・教育୲౰者養成՝ఔ看護コース
2�1�ʀ��ɿ2��31ɽ

13ð ೔本学ߍ協ٞ会 ï2�1�ðɽh 看護教員のϥμーʱ
についてɽ೔本看護学ߍ協ٞ会ϗーϜϖーδɽ

� IUUQ���XXX�OJIPOLBOHP�PSH�（2�21年�月1�೔
（ࡧݕ

1�ð 山本美௡子、�കଜ美代٠、ࢤ஑ຑ༝美　他ɽ成
ਓ看護学実習におけるࢦಋࠔ೉状況の要Ҽɽ੟
฼女子୹ظ大学紀要ɽ2��3ʀ1�ɿ�����ɽ

1�）ྛੈ௡子、ࣲ田ਅ紀ɽϝンλルϔルス上の໰୊
をもつ看護学生と関わる教員の׉౻ʕ看護ઐ໳
学ߍ教員の໘઀調査かΒʕɽ೔本看護研究学会
������ɽ2���ʀ2�ï�ðɿࢽࡶ

1�）ळ田ߒ子、ࠤ々໦ກ子ɽܧଓྫࣄ実習の学生ࢦ
ಋに対するॿ࢈教員のࢥいɽ߳川大学看護学ࡶ
�����ɽ2�1�ʀ21ï1ðɿ2ࢽ

1�）ས໦恵実子、ࠜ立੩子、ݹ԰ರ子　他ɽ地Ҭ׬
結型看護を޲ࢤした看護教育についての看護ઐ
໳学ߍ教員のҙࣝと教育状況ɽ๺関౦ҩ学ɽ
2�2�ʀ��ï2ðɿ1���1��ɽ

1�）٢݉৳子ɽ看護師養成ࢪઃにおける看護教員の
ෛ୲感についてʕ対ਓ関係のߏஙをۤ手とする
学生にয఺をあててʕɽ山口ݝ立大学学ज़情報ɽ
2�2�ʀ13ɿ3����ɽ

1�）田中জ子、ᖒ田和美、ڮ本ਅ༝美ɽ効果తな
ʮ看護の౷߹と実ફʯのྟ地実習のํ法に関す
る研究ʕྟ地実習පӃおよび看護師養成ػ関を
対৅とした調査かΒʕɽԣ඿૑ӳ大学研究論集ɽ
2�1�ʀ�ɿ21�2�ɽ

2�）౉෦༸子、૬അேߐ、੺দ໻生　他ɽྟ地実習
ʕ看護教員の実࡯ಋにおける教員の教育తলࢦ
習ࢦಋ能力޲上へのऔり૊Έʕɽ上෢大学看護
学෦紀要ɽ2���ʀ�ɿ�����ɽ

21）খ௩Έかɽ看護ઐ໳学ߍにおける看護教員のࠔ
೉と支援に関する研究　̍ʙ３年໨看護教員が
実習ࢦಋにおいて感じているࠔ೉性と支援との
関係ɽ神ಸ川ݝ立保健福祉大学実ફ教育ηン
λー看護教育研究集࿥ɽ2���ʀ3�ɿ�3���ɽ
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22）౉ᬑ३子、ֿ原ॱ子、ඛ୩७子ɽ看護教員がྟ
地実習ࢦಋにおいて感じたࠔ೉の要Ҽとその対
処ɽ看護教育研究学会ࢽɽ2�1�ʀ1�ï1ðɿ1��2�ɽ

23）২ଜ༝美子、大ౡٷ子ɽ実習教育で看護教員が
ྙ理తδレンマとଊえた՝୊と対処ɽ๛ڮ૑଄
大学紀要ɽ2�1�ʀ21ɿ�����ɽ

2�ð ૔原ޫ子、ࣲ田恵子ɽ看護学実習ࢦಋにおける
ྟ地実習ॿ手のࠔ೉さに関する研究ɽ೔本看護
学会論文集　看護教育ɽ2�12ʀ�2ɿ�����ɽ

2�ð ೔໺ࠤ஌ߐɽॿ࢈師が教員としてྟচかΒ教育
の場へҠ行するࡍの৺理తମݧ　ॿ࢈師として
の自෼と教員໾ׂを਱行するࡍの໾ׂ׉౻ɽ神
ಸ川ݝ立保健福祉大学実ફ教育ηンλー看護教
育研究集࿥ɿ教員・教育୲౰者養成՝ఔ看護
コース2�11ʀ3�ɿ����1ɽ

2�）౉ᬑป、খ∁恵実、原田尚子ɽ精神看護学実習
における実習ࢦಋ者および教員の認ࣝと教育త
支援に関する文献ݕ౼ɽ上ஐ大学総߹ਓ間科学
෦看護学科紀要ɽ2�1�ʀ2ɿ31��3�

2�）ҏ౻良子、大ொ໻生ɽ看護ܥ大学の新ਓ教員が
看護学実習ࢦಋにおいて感じたࠔ೉の要Ҽɽ看
護教育 �2���ï�ðɿ�1���22ɽ

2�）և川ਗ਼߳、Ԟ঵子、࢙҆ࢎ子ɽ成ਓ看護学実習
における教師の実ફత力ྔのݕ౼ɽ福Ԭݝ立大
学看護学研究紀要ɽ2���ʀ�ï1ðɿ��1��

2�）中ଜ༟美、޾ڮߴ、福Ҫ࠼ਫ　他ɽ発ୡো֐お
よびそのٙいのある学生に対する看護ܥ大学教
員の関わりのݱ状と支援のありํɽ看護教育研
究学会ࢽɽ2�1�ʀ11ï1ðɿ�����ɽ

3�）中ඌװ子ɽ発ୡো֐のಛ௃がΈΒれた看護学生
のਐ࿏มߋ支援ɽ発ୡো֐研究ɽ2�1�ʀ3�ï1ðɿ
�1�1�3�

31）҆田ົ子、҆Ӭ܆ས、大ݟ༝紀子ɽʮݧܦ型実
習教育ʯを୳ٻして　福Ԭݝ立大学看護学෦の
औり૊Έ　ݧܦ型精神看護実習においてྖҬ֎
のࢦಋ教員が௚໘するࠔ೉とその対ࡦɽ看護教
育ɽ2���ʀ��ï11ðɿ1�3��1�3��

32）大場ࢤ೫ɽ新ਓ看護教員の自己教育力のݕ౼　
実習ࢦಋにおける自己ධՁとৼり返りを෼ੳし
てɽ神ಸ川ݝ立保健福祉大学実ફ教育ηンλー
看護教育研究集࿥ɽ2���ʀ31ɿ1���1�2�

33）Ԙ୩༝Ճߐ、ߐ口ಏɽ新ਓ看護教員が௚໘して
いる৬຿਱行に൐͏ࠔ೉・ストレスに関する文

献研究ɽ山ཅ看護学研究会ࢽɽ2�2�ʀ1�ï1ðɿ
1���11��

3�）౻本ಸॹ子、໺元༝美、正໺ҳ子ɽࡏ୐看護論
において地ҬแׅέアシステϜを教育する上で
の ࠔ ೉ 感ɽ ೔ 本 看 護 福 祉 学 会 ɽ2�1�ʀࢽ
2�ï2ðɿ1�1�1���

3�）୩本ઍ恵ɽ看護ܥ大学における精神看護学教育
の内容と՝୊ɽੴ川看護ࢽࡶɽ2�1�ʀ12ɿ����2�

子　他ɽ看護師養ګ保ٱ、࿏Ղ、大৿ஐ美ށ࣡（�3
成՝ఔにおける฼性看護学実習の実ଶɽ࡛ۄҩ
科大学看護学科紀要ɽ2�12ʀ�ï1ðɿ����3ɽ

3�）中ଜ美ಸ子、य़田Ղ代、૬๾رࠤ子ɽ看護師養
成ػ関におけるௌ֮ো֐学生への学修支援ɿج
ૅ看護ٕज़を教育する上での教員のࠔ೉感かΒɽ
修文大学紀要ɽ2�2�ʀ11ɿ21�2�ɽ

文子ɽ新ਓ看護教員に関する文献研究　೰౻ࠤ（�3
Έと支援にয఺を౰ててɽ神ಸ川ݝ立保健福祉
大学実ફ教育ηンλー看護教育研究集࿥ɿ教
員・教育୲౰者養成՝ఔ看護コースɽ2�1�ʀ
3�ɿ1��23ɽ

3�）徳本߂子、後౻ܡ子、新Ҫຑ紀子ɽ実習ࢦಋࠔ
೉ྫࣄかΒݟた新ਓ教員の実習ࢦಋのಛ௃ɽ࡛
��立大学紀要ɽ2�1�ʀ1�ɿ23�3ݝۄ

��）੢田ರ子、中ߐल美、山下ٱ美子ɽ新ਓ看護教
員が໾ׂ਱行をする上で感じるࠔ೉性の෼ੳɽ
中ࠃ࢛ࠃ地۠ࠃ立පӃෟଐ看護学ߍ紀要ɽ
2�11ʀ�ɿ113�12��

�1）ੴ田Ղ代子ɽ看護ܥ大学の新ਓ教員に対する
ϑΝΧルティ・ディϕロοϓϝント（'%）ਪ
ਐのための文献調査にͮجく՝୊ɽ看護科学研
究ɽ2�1�ʀ�ï1ðɿ1��1��

ཬɽྟ地実習における看護教員の抱えるߐڮߴ（�2
学生ࢦಋについての՝୊　2���年かΒ2���年の
研究の動޲ɽ神ಸ川ݝ立保健福祉大学実ફ教育
ηンλー看護教育研究集࿥ɿ教員・教育୲౰者
養成՝ఔ看護コースɽ2�11ʀ3�ɿ1���11��

�3）౉ᬒዳ、ླ໦ྰ子、ৗ൫文ࢬɽ看護教員が認ࣝ
する社会ਓݧܦのある学生の学習者としてのಛ
௃と教育のࠔ೉感ɽ೔本看護学会論文集ɿ看護
教育ɽ2�13ʀ�3ɿ1���1���

��）ౡ田঵子、ਅ෦ণ子、Ԟ山߂وɽ看護ܥ大学ॿ
手の৬຿内容とそのδレンマに関する実ଶ調査ɽ
川࡚ࢢ立看護୹ظ大学紀要ɽ2���ʀ12ï1ðɿ1��ɽ
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��）Ѩٱᖒஐ恵子、ኍҪण美、ݹ԰ರ子ɽྟ地実習
における看護学教員と実習ࢦಋ者に関する研究
動޲と՝୊ɽۅ生大学紀要ɽ2�13ʀ2�ɿ�3��2�

��）ਗ਼ਫࡊ月、஑Ӭ理恵子、和ઘとΈ代ɽ看護科ߴ
౳学ߍ教員の研修χーζに関する研究ɽ٢備ࠃ
ɽ2�1�ʀ（ܥਓ文・社会科学）大学研究紀要ࡍ
���ɿ1���1ץ૿

��）٢川໌美、ڮ本স子、Ճ౻かすΈɽ看護学実習
において実習ࢦಋ者と࿈ܞする͏えで看護教員
が感じているࠔ೉の実ଶɽ中ࠃ࢛ࠃ地۠ࠃ立ප
Ӄෟଐ看護学ߍ紀要ɽ2�1�ʀ13ɿ����2�

��）厚生࿑ಇল（2�1�）ɽ今後の看護教員のありํ
に関するݕ౼会報告ॻ　平成22年2月2�೔ɽ厚
生࿑ಇলϗーϜϖーδɽIUUQT���XXX�NIMX�
HP�KQ�TUG�TIJOHJ�PUIFSJTFJ@12�331�IUNM（2�21年

�月2�೔Ӿཡ）
��）文෦科学ল（2�11）ɽ大学における看護ܥਓࡐ

養成のࡏりํに関するݕ౼会࠷ऴ報告ॻ　平成
23年3月11೔ɽ文෦科学লϗーϜϖーδɽ

� IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�
DIPVTB�LPVUPV����UPVTIJO�13�2�21�IUN（2�21
年�月2�೔Ӿཡ）

��）લ掲ü）�
�1）༄ᖒՂ代、ᓎҪਅஐ子、ࣲ田߳ࡊ子　他ɽྟ地

実習ࢦಋ者が抱えるࢦಋ上の՝୊と研修の成果ɽ
��ɽ2�2�ʀ12ï2ðɿ1���11ࢽࡶ大学看護研究ٱࠤ

�2）山ࠜ美ஐ子、౉ᬒΧϤ子ɽٸ性ظපӃにおける
看護学生への実習ࢦಋに対する看護師のࢥいɽ
ᘐ協ҩ科大学看護学෦紀要ɽ2�12ʀ�ï2ðɿ�1��3�

�3）લ掲ú）ɽ
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Consideration of the Challenges Faced by Nursing Teachers 
in the Practical Training of Nursing

Noriko Kawamoto1＊ and Keiko Yamamoto2

1 Graduate School of Nursing, Kyushu University of Nursing and Social Welfare
2 Department of Nursing, Kyushu University of Nursing and Social Welfare

ʲAbstractʳ
  The purpose of this study was to analyze previous research regarding the challenges of clinical training for nursing educators 

and to identify countermeasures to help alleviate these challenges. We examined strategies for addressing these dif�culties and 

explored the types of support needed to enhance future clinical training guidance. Thirty-six studies were extracted from 2003 

to 2020 by utilizing the search terms “nursing practice,” “teacher,” “dif�culty,” and “con�ict.” Some of the challenges identi�ed 

include:《students》,ʬteachersʭ,ʬstudent training evaluationsʭ,ʬschool organizationʭ, andʬissues with training facilitiesʭ. 

Additionally,ʬexpression of dif�cultyʭwas also extracted. 

  Factors of dif�culty identi�ed include:ʬstudent readinessʭ,ʬstudent interpersonal skillsʭ,ʬstudent understandingʭ,ʬeducational 

skillsʭ,ʬeducational judgmentʭ,ʬknowledge/experienceʭ,ʬjudgment of achievement of learning goalsʭ,ʬevaluation judgmentʭ,

ʬcooperation with clinical instructorsʭ,ʬcollaboration within the own school organizationʭ,ʬschool organizationʭ,ʬcooperation 

with the training facilityʭ,ʬpreparation for accepting the training facilityʭ, and ʬissues faced by the training facilityʭ.

  Several references specifically addressed the difficulties of new faculty. On the other hand, there is limited literature 

addressing mid-career teachers. For both new and mid-career educators, there are reports of challenges related to student 

readiness and interpersonal skills, lack of competence and con�ict among teachers, and lack of con�dence in self. We believe 

educators should be supported by individualized responses that address their speci�c challenges to effectively reduce burden of 

work and to increase motivation to work. Individualized measures are necessary to effectively support teachers and to alleviate 

challenges according to contributing factors. Furthermore, collaboration with the exchanging of opinions among faculty is a 

method for addressing these issues in an effective manner.

��To reduce the hardships of teachers, it is first crucial to understand the actual factors influencing the challenges of each 

individual. Then, it is necessary to take concrete measures in alignment with these factors and to build a system that 

continuously improves the skills of nursing teachers.

Keywords: nursing teacher, practical training of nursing, practical education, difficulty, conflict
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